
※「平成30年7月豪雨」で被災された方の場合、平成12年4月2日から被災日までの間に生まれた子 

　（主に高校を卒業するまでの子）を養育している世帯主の方が対象となります。 

※お子様が世帯と離れて生活している場合でも、お子様を現に養育していることが確認できれば請 

　求できます。 

 

 

※被害の程度は、り災証明書で確認してください。

※被災後に出生したなど被災日において養育されていなかったお子様、また、申請時においてお亡くな 

　りになられたお子様は、対象外となります。 

 

※申請書は市役所・町村役場の福祉担当課や県民局福祉振興課等で配付するほか、岡山県保健福祉部子ど

　も家庭課のＨＰからもダウンロードできます。



※以下、受給資格者本人または受給資格者本人から委任された代理人のことを「申請者本人」

と言います。

※施設等受給資格者が申請する場合は様式第２号を使用してください。

※受給資格者本人から委任された代理人が申請する場合は、受給資格者本人と委任を受け

　た代理人両方のものが必要となります。

※受給資格者本人から委任を受けた代理人が申請する場合には、代理人名義の通帳口座のコ

　ピーが必要となります。

※被災者に対する住民票の申請手数料が減免されないなど、県が委任を受けて住民票の代

　理請求を行う中で、本来、申請者が費用負担すべき実費が生じた場合には、見舞金の支

　給額からその所要経費を控除させていただくことがありますので、ご了承ください。
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　申請の際に必要となる書類は、ご家族の生活状況により様々ですが、その主な例を次のとおり記載して

いますので、参考にしてください。不明な場合は、お問い合わせ先までご連絡ください。
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